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ひとりで悩まず話してみませんか

自殺予防を願って

北海道いのちの電話
24時間  011-231-4343

フリーダイヤル毎月10日
0120-738-556
ファックス相談（聴覚・言語に障がいのある方）

011-219-3144
♥　♥　♥　

悲しい数字をもっともっと
小さくするために……

　警察庁の発表によると、昨年の自殺者数は国内で 15 年ぶり
に 3万人を割り込み、道内でもこの 10 年で最も少なくなりま
した。とはいえ、昨年、道内で交通事故で亡くなった方の 6倍
を超えています。
　昨年札幌と旭川の「いのちの電話」が受けた切実な声も道内
の自殺者数の 30倍近くに上っており、「減ってよかった」と言
える状況ではありません。今号は、NPO法人「ライフリンク」
による統計、昨年の自殺者数、「いのち電話」に寄せられた相談
の件数などの資料をまとめてみました。

NPO 法人ライフリンクは自死遺
族の子どもとの出会いから、自
殺対策に関わるようになった清
水康之氏が立ち上げた。同法人
は 2007 年から 2012 年にかけ
て遺族の会などに呼びかけ、自殺
対策の専門家が 2人 1組で 523
人の自死遺族に平均 3 時間をか
け面談し 488 項目の聞き取り調
査を行い自殺実態白書として今年
3月発表。危機要因の連鎖図はそ
の一部。

育児の悩み、
介護の疲れ

家族との死別

DV被害、被虐待

身体疾患

職場の
人間関係の
悪化

統合失調症、
認知症等

家族間の不和
（夫婦）失業、就職失敗

生活苦

うつ病

自　殺

女　性

8.1年3.8 年

事業不振

過　労

身体疾患

失業、就職失敗

職場環境の変化

職場の
人間関係の
悪化

負　債
（多重債務等）

家族間の不和
（夫婦）

生活苦
うつ病

自　殺

男　性

危
機
要
因
の
発
現
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
年
月

自殺で亡くなった人の多くが生きようとしていた

ライフリンクの自殺実態調査が明らかにしたこと
＊危機要因は69個あり、自殺で亡くなった人は平均3.9 個の危機要因を抱えていた。
＊職業などによって自殺の危機経路（プロセス）に、一定の規則性がみられた。
＊ 最初の危機要因の発現から自殺にいたるまでの日数は職業などで大きく異なり自ら起業し
た自営業者が最も短く、その50％が2年以内だった。

＊正社員と公務員の25％は配置転換や昇進等の職場の環境変化が出発要因になっていた。
＊ うつ病は自殺の一歩手前の要因であると同時に多様な要因で引き起こされた結果でもあった。
＊ 亡くなる前、行政、医療等に相談していた人は 70％、亡くなる 1か月以内に限っても
48％が何らかの機関に相談していた。
＊相談機関に相談していた人の約5％は、相談当日に亡くなっていた。
＊自殺した10代～20代女性の67％に自殺未遂歴があった。
＊ 過去に虐待やいじめを受けた経験が自殺の遠因になっていた可能性のある人は、女性が
19％で男性（12％）より高かった。
＊ 「自殺のサインがあったと思うか」との問いに、「あったと思う」と答えた遺族は58％いた
が、「それが発せられた時点でそれを自殺のサインと思ったか」との問いには、「思った」
と答えた遺族は10％だった。

この貴重な調査結果を行政、専門機関、職場、友人、家族はどう生かせるでしょうか？
　医療の現場で、法テラス（国によって設立された法的トラブル解決のための総合案内
所、経済的に余裕のない方には無料法律相談や弁護士費用などの立て替えも行う）や、
その他の公的、民間相談機関を紹介するなど……。

●2012年の道内の自殺者1,296人について「原因・動機」「年代」を分析したのが下図です。
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● 道内には札幌を拠点とする「北海道いのちの電話」と旭川拠点の「旭川いのちの電話」があ
り、合わせて約400人の相談員が、年中無休24時間体制で電話相談に当たっています。
昨年一年間に寄せられた相談件数は約38,000件、その内容と年代は下図のようになります。

危機要因の連鎖図
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年　度 1997年 1998年 2002年 2006年 2008年 2011年 2012年
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● 道内には札幌を拠点とする「北海道いのちの電話」と旭川拠点の「旭川いのちの電話」があ
り、合わせて約400人の相談員が、年中無休24時間体制で電話相談に当たっています。
昨年一年間に寄せられた相談件数は約38,000件、その内容と年代は下図のようになります。

危機要因の連鎖図

　　　　　北海道と全国の自殺者数の推移（警察庁調べ）

［男性］

［女性］

回答 362 人

回答 161 人

相談した
59.7％

不明
5.8％

相談しなかった
34.5％

その他 11

職場
18

民間相
談機関
15

公的相
談機関
25

公的相
談機関
25

精神科・心療内科　132 その他医療機関　93
法律
専門家
17

相談した
82.0％

相談しなかった
15.5％

職場 2 （人）

民間相
談機関
12

精神科・心療内科　109 その他医療機関　51

公的相談機関 8 その他 5

不明 2.5％

学校 3 （人）

法律専門家 3

学
校 

5

　　　　

年　度 1997年 1998年 2002年 2006年 2008年 2011年 2012年

全　国 24,391 32,863 32,143 32,155 32,249 30,651 27,766 （人）

北海道 1,114 1,517 1,391 1,663 1,726 1,437 1,296 （人）

拓銀破綻
消費税UP

企業倒産
戦後最大

「自殺対策法」
成立

自殺者数
3万人を
超える

リーマン
ショック

東日本
大震災

14年ぶりに
3万人割る

亡くなる前、どこかの機関に相談していたか？（複数回答）

1 2 3



　　　　　　多様なイメージの中に浮かぶかけ手の姿
北海道いのちの電話研修委員　池田　光幸

　最近、五木寛之の「百寺巡礼」や白洲正子の「西国巡礼」など由緒ある寺々を巡った紀行文を読

むことが多い。自分もいつかこれらの寺々を訪れてみたいとの思いがあるからなのだが、読んでい

て感じることは作者たちが寺に参詣したときに抱くイメージの広がり、深さに対する驚きである。

寺を紹介する際の創建に関わる言い伝えや、情景描写、七堂伽藍の勇壮さ、荘厳さ、歴史的価値の

記述の要を得た的確さは無論なのだが、読みだすとついつい引き込まれてしまう魅力はその寺々に

連なる様々の人、たとえば創建に携わった人物、現在の住職や修行に励む僧侶、寺を現在まで支え

てきた地域の多層な人々の思いが生き生きと記述されているからである。素晴らしい寺のたたずま

いとともに、寺を巡る様々の人間模様を眼前に見る思いである。

　電話相談の中で相談員はかけ手を理解するために精力を集中する。そのため言葉で

表現されていることを正確に受け取ろうとする動きとともに、言外の様々の思いや、

かけ手なりの取り組みの経過、将来の希望なども併せて想像し、推測しながら聴い

ている。かけ手に対する、あるいは広く人間というものに対する多様なイメージ

を通してこそ眼前の事態が生き生きと理解されるからである。表現された言葉の

裏にはかけ手の人生の全てが隠れている。多様なイメージを準備することでその

隠れた人となりが浮かび上がり、かけ手を生き生きと理解できれば幸いなことで

ある。作品を読みながらそんな思い

を強くしている。

引き続きご支援をお願いします。銀行振り込み、郵便振替ご利用
の場合、下記口座番号へお願いします。

口座名「北海道いのちの電話」
北洋銀行本店営業部　普通028-0238134

北海道銀行本店　　　普通101-0604497

札幌信用金庫本店　　普通  01-6116682

北海道労働金庫本店　普通012-4692543

郵便振替口座番号　　02770-9-2444　　

ご支援ありがとうございます
　2013 年 3月 1日～ 2013 年 6 月 30 日の間に次の方々からご支援をいただきました。ご厚志は 24 時間眠ら
ぬダイヤル活動の貴重な資金として使わせていただきます。
　銀行、郵便局からの振り込みの場合入金まで若干時間がかかり、この期間からずれることがあります。そ
の時は次号でお名前を掲載させていただきます。また銀行振り込みの方のお名前はカタカナのままとなり、
個人情報保護のため住所の確認ができず領収書をお送りできません。あわせてご了承願います。
　お名前の記載漏れや誤記がありましたらお許し下さい。お気付きの場合、恐縮ですがご連絡をお願いしま
す。

＊ このご寄付には所得税、道・市民税に関して寄付金控除が適用されます（必要な方は領収書をご請求ください）。

〒 060-8693　社会福祉法人　北海道いのちの電話　理事長　南　槇子
札幌市中央郵便局私書箱 107 北海道いのちの電話事務局
事務局電話 011-251-6464　　FAX 011-221-9095

社会福祉法人 北海道いのちの電話（開局1979年1月）
 事務局　〒060－8693  札幌中央郵便局私書箱107
 TEL  011－251－6464　FAX 011－221－9095
 URL  http://www.inochi-tel.com/

本誌は共同募金の配布金により発行

発行人　南　　槇子
編集人　広報委員会

事務局日誌
（2013年3月1日～6月30日）

 3月 9日（土） 運営会議

 23日（土） 理事・評議員会

 4月 20日（土） 34期生認定式

  運営会議

 5月 7日（火） 35期生前期修了式

 6月 8日（土） 36期生応募面接

 22日（土） 運営会議

会計報告（2012年4月1日～2013年3月31日）
社会福祉法人　北海道いのちの電話

収　　　入 支　　　出
科　目 累　計 科　目 累　計

寄付金 12,102,447 事業管理費 1,068,460
補助金 2,900,000 訓練養成費 4,679,671
分配金 1,100,000 調査研究費 155,894
助成金 2,400,000 広報費 897,480
受講料収入 412,000 事業支援費 63,509
受取利息 6,492 センター管理費 5,885,821
雑収入 60,112 センター人件費 6,348,957
収益事業繰越金 1,985,567 負担金 385,000

減価償却費 448,894
次年度繰越金 1,032,932

合　計 20,966,618 合　計 20,966,618

募金箱

小林内科・小児科医院

大和リゾート㈱

ロイトン札幌

雅屋

ベイグル

　池田先生のエッセイに深くうなずく。今号の図や表やグラフを見ていても、やはり多様なイメージが頭に
浮かんでくる。さまざまな人生や生活の一端が数字や項目の後ろから浮かび上がってくるのだ。人に対して
も、事象に対してもまずは関心を寄せ、想像力を働かせてみることから理解が始まるのだろう。（F）

コンサートなど「北海道いのちの電話」の今年度の事業が次の
通り決まりました。

＊ 「ナイトDEライト」9月 10日（火）　札幌駅前通り地下歩
行空間で。札幌在住の、希望を歌う4人組のロックバンドの
演奏です。12：30、15：00の 2ステージ
＊ 「大平まゆみコンサート」12月 8日（日）札幌市北区の札幌
サンプラザで。今回はアフタヌーンティーパーティとして開
催します。13：00開演　2000円
＊ 「市民公開講座」10月19日（土）札幌市中央区の札幌市民ホー
ルで。児童精神科医で北大大学院保健科学研究院教授の傳田
健三さんが「若者の自殺を考える～うつとメンタルヘルスの
視点から」についてお話しします。
　13：00開場　13：30開講　無料

編集後記
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団体会員

荒木病院／いのちの電話　ドリーム／大通りつげのクリニック／札幌市芸術文化財団／札幌市保健福祉局高齢福祉課／（財）
さっぽろ健康スポーツ財団／（財）札幌市職員福利厚生会　有志一同／札幌中小建設業協会　会長　安田　謙一／札幌市財政
局　役職者会／札幌市交通局　役職者会／札幌市職員共済組合／札幌市白石区役所　役職者会／札幌市役所　総務局　行
政部有志一同／札幌市都市局　役職者会／札幌市豊平区役所　部長会／札幌市東区役所　役職者会／札幌市保健福祉局　
役職者会／札幌市保健福祉局総務部総務課／札幌市やよい会／札幌商工会議所／札幌市立高等学校　教職員組合／札幌東
和病院／札幌南ロータリークラブ／一般社団法人 JPBM／司法書士ほしおき駅前通事務所／社会福祉法人　札幌南福祉会／
天使の聖母　トラピスチヌ修道院／マリアの宣教者フランシスコ修道会　札幌修道院／市立札幌病院　職員労働組合／聖ベネ
ディクト女子修道院／全水道　札幌水道労働組合／全日本自治団体労働組合北海道本部／全日本建設交運一般労働組合札幌
学童保育支部／HID　相談部／株式会社　太陽グループ／たかさき法律事務所／治療院　スマイル／ビューティーサロン結
紀／学校法人　北星学園／（社）北海道開発技術センター／北海道神社庁／北海道精神科病院協会／北海道精神神経科診療所
協会／北海道鉄道OB会／北海道電気技術サービス株式会社／連合北海道／医療法人　大島記念会　苫小牧緑ヶ丘病院／医
療法人　広誠会　北ノ沢病院／医療法人　耕仁会　札幌太田病院／医療法人　こぶし　植苗病院／医療法人　札幌西の峰病
院／医療法人　資生会　千歳病院／医療法人　中江病院／医療法人　北仁会　旭山病院／医療法人　北海道循環器病院／
医療法人社団　小野眼科医院／医療法人社団　健心会　桑園病院／医療法人社団　慈藻会　平松記念病院／医療法人社団　
島崎外科胃腸科／医療法人社団　彌和会　三浦メンタルクリニック／医療法人社団　正心会　岡本病院／医療法人社団　同
仁会　長野病院／医療法人社団　花岡神経クリニック／医療法人社団　平山内科胃腸科医院／医療法人社団　ふるや内科／

医療法人社団　倭会　ミネルバ病院／北光幼稚園／旭イノベックス㈱／江別製粉㈱／札幌第一興産㈱／佐藤水産㈱／泰伸
データウエアハウス㈱／高砂熱学工業㈱札幌支店／地崎商事㈱／道路工業㈱／中井聖建設㈱／北土建設㈱／北海道旅客鉄道
㈱／幌村建設㈱／横山製粉㈱／和光技研㈱／ワコオ工業㈱／㈱開発工営社／㈱カツキ／㈱クリーンコーポレーション／㈱興陽
技建／㈱さっぽろテレビ塔／㈱敷島屋／㈱昭和総業／㈱セイコーマート／㈱ドウデン／㈱平岸グランドビル／㈱藤井工務店／
㈱藤井ビル／㈱丸真　真木呉服店／㈱まるいち／カトリック　北広島教会／聖心会　札幌修道院／日本キリスト教会　札幌発
寒教会／日本キリスト教団　麻生教会　有志一同／日本キリスト教団　江別教会　野ゆり会／日本キリスト教団　函館教会／
札幌市仏教連合会／観音寺／大松寺／智徳寺／北大寺／本願寺　札幌別院／日蓮宗　妙典寺／宗教法人　真宗大谷派　大
願寺／宗教法人　中央寺

個人会員

ア行  青木淳子　上利迪恵　浅川三男　安達亮介　阿部範子　阿部芳江　荒ひろみ　有馬宣子　飯塚ちどり　生島典明　池
田真喜子　池田輝明　石井紀恵子　石井嘉　石黒直文　泉雅子　泉真知子　和泉睦子　磯野岳臣　井手悟　伊藤忠男　伊
藤千秋・孝子　伊藤まち子　伊藤義郎　伊藤隆平　稲垣豊穂　井上敬一　岩﨑恵美子　岩本勝彦　上田稔　植松誠　魚住
昌也　氏家久仁子　瓜田一郎　遠藤優　大泉三千代　大須賀夏　太田一男　大竹実　太田千代　大村茂夫　岡島静子　尾
形照夫　岡田邑子　岡林律子　岡本雄一　小沼武・紘美　小野肇　 カ行  角田今日子　葛西章　葛西美保子　笠田薫　笠原
武・勝子　勝木享子　桂信雄　加藤春子　加藤峰　加藤龍子　上遠野克　金森美子　金子孝子　金子千恵　金子禎子　狩
野廣　河井博　河合淑子　川上貞子　川口宗美・夏代子　川越章善　川崎スミヱ　川尻榮子　川原悦子　川村徹也　川守田
節子　神埜文典　菊地孝子　北村覚　北山多恵子　木戸久子　国島やよい　國本京子　黒川輝世　黒島芳江　小池章之　
合田功　古賀清敬　小佐部房子　越野宣之　小島育子　後藤道　小林正徳　駒野ひかり　是永道子　 サ行  斎藤雪子　斎藤
テエ　西東敏雄　斉藤智子　齊藤光晴　酒井恵津子　酒井玲子　阪口晶美　坂元由美　櫻田純子　佐々木克彦・敏江　佐々
木光明　佐々木僚子　佐藤正晴　佐藤順子　佐藤愼一郎　佐藤晴　佐藤忠行　佐藤宣男　寒川ナミヱ　澤田道子　澤田好子　
澤田隆一　塩田越波　品川久美子　柴田陽子　柴田薫心　柴田牧子　清水京子　下田昭三・清子　神秀治　新谷純鋪　末
次邦雄　菅田洋子　菅原祐雄　杉原律子　杉山さち子　鈴木新一　鈴木直子　須田明夫　須田健　瀬戸武　園田忠幸　﨤
町賢治・恵美子　 タ行  大公一郎　髙崎暢　髙杉純二　髙田浩子　髙橋賢治　髙橋寛・スミ子　髙原久美子　髙森節子　高
谷昌子　武田征勝　田坂伸子　蓼沼豊　田中朱實　田辺等　谷暎子　谷口惠美子　多筥佳 子　千葉勇　津坂俊朗　辻田
恭子　出口寿美枝　出村政治　遠山貞子　戸川善晴　富原薫　 ナ行  内藤信子　永井和夫　長井茂子　永井信　長江由美子　
長尾新　中川久美子　中川洋子　中田和子　永田京子　中野淑文　中原准一　中平桂子　中村伊佑子　鍋島あけみ　浪田
美智枝　成田セツ子　南條道子　西岡啓子　野田敏夫　野々村信子　信太義弘　 ハ行  幡江美智子　八田信之　羽田靖子　
浜下芙美江　濱田雅英　林志有久　林ミサオ　林律子　早瀬龍宏　原本昌代　春木屋正　姫野信子　百留次雄　平野育子　
平原紀子　藤孔仁子　藤田慶一　藤田進　藤原恭子　舩越政明　古本忠　細川昭一　細田俊紀　幌村司　本間雄　本間フ
ジ　 マ行  前田博子　牧野貞子　増井啓子　馬杉栄一　益田道子　松岡昭三　松岡方子　松尾みつ子　松川知　松倉寛　松
田俊一　松原シオリ　松平英明　松本妙子　三浦俊祐　水野さつき　三井尚　光崎明生　南槇子　宮崎京子　宮本倭文子　
宮本吉連　森公代　 ヤ行  八木國夫　矢島満子　八幡敬一　山北文代　山口久美子　山下よ志江　山田政光　山田通代　山
田光子　大和谷正人・房枝　山中克哉　山中貴義　湯浅志真　横井救　横田昌治郎　横路由美子　横山末雄　吉尾弘　吉
澤慶信　吉田すみゑ　吉田陸雄　吉田桃代　吉田洋子　吉峰洋子　吉見溶子　義村小夜子　吉山八郎　吉山みさ子　米田
榮子　ワ行  渡辺信英　渡辺美香子　匿名：4
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